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「豊かな表現活動のできる 子どもの育成」 

一話す・聞く 力 を育てる環境の 工夫 一 

[ 要 約 ] 

子どもが豊かな 表現活動が出来るように、 話す・聞く力を 育てる環境の 工夫について、 言葉の領域、 室内環境のⅠ 夫 、 援 

助 のあ り方を中心に、 表現活動を楽しむ 保育実践の研究を 進めてきた。 その結果、 豊かな表現力を 育てることは、 ①教師が 

ゆとりを持ち、 子どもの表出や 表現を大切にあ たたかく受容したり、 共感したりする、 ②主体的に 、 遊びが展開できるよ う 

に 環境を整え、 快 い 雰囲気づくりに 努めて安心感を 持たせること、 ③子どもと生活を 共にする中で、 子どもと共に 環境を創 

っていく、 等が大切であ ることが確かめられた。   言葉のねらいと 内容幼児理解聞く 話す力を育てる 環境の工夫 

言葉の年間指導計画豊かな 表現活動親子の 対話 

1  テーマ設定の 理由 していたか。 ハ 
言葉は，自分の 意思を表現したり ，相手の考えている ・感動体験が 得られるような 環境の工夫がなされて 

こと，   舌 、 っていることを 聞いたりするやりとりであ る。 い たか。 

又 ，人間として 生きていくための 基本的な力として 獲 などがあ る。 そこでこの反省を 踏まえ，話す・ 聞く カ 

得していく必要があ る。 子どもは親や 教師・兄弟や 友 を 育てるための 環境の工夫と 指導を結びつけて 研究し 

達 等の人間関係の 中で言葉を学ぶ。 又 ，生活の中で 心 たいと 思、 い ・ 本 テーマを設定した。 

を 動かし，その 感動に伴な う       、 ジを 伝えたくなる 

ような体験に 出合うと，積極的に 言葉で表現してい { Ⅱ 研究の仮説 

と   思われる。 更に子どもの 表現を理解し ， 認めてもら 感動体験が得られるような 環境の工夫をし ， その感 

える人との関わりの 中で，ますます 自分の思い る 伝え 動体験を表現する 子どもの思い る 理解し援助すること 

た いと恩、 ぅ 意欲が高まり・ またその意欲は 相手の話に により，話す・ 聞く 力 が育ち ， 豊かな表現活動のでき 

耳を傾ける態度にもつながっていくと 考える。 る 子どもが育っであ ろう。 
Ⅰ 

本 園の子どもの 話す・聞くの 実態を見ると 下記の通 

りであ る。 

・名前を呼ばれても「ハイ」と 返事をしない 子 。 

・ モジモジ して 忠、 っ たことが話せない 了 ・。 

・自分の考えや 思 いが 言葉で表現ができず ，すぐに 

乱暴な態度をとる 子 。 

・朝の会や帰りの 会・誕生会などで 教師や友達の 話 

を 聞いてない子の 

また， これまでの教師の 子どもへの関わり 方を省 り 

みると 

  子どもの気持ちを 受けとめ対応をしていたか。 

・子どもに分かるよ う に話をしていたか。 

・子どものイメージを 膨らませるような 言葉かけを 
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m  研究構想 図 

環境を通して 行う教育 

幼稚園教育の 基本 

幼稚園教育の 目標 (4) 
日常生活の中で 言葉への興味や 関心を育て ， 喜んで 話 たり聞いたりする 態度や言葉に 対する 

感覚を養 う ようにする。 

  

1
2
3
 

  

領域「言葉のねら ぃ 」 

口分の気持ちを 言葉で表現し ， 伝え合 う 喜びを味わう。 

人の言葉や話などをよく 聞き，自分の 経験したことや ，考えたことを 話そうとする。 
日常生活に必要な 言葉が分かるようになるとともに ，絵本や物語などに 親しみ，想像力 

を 豊かにする。 

ノ 

アーマ 

「豊かな表現活動の 出来る子どもの 育成」 

一話す・聞く プ Ⅰを育てる環境の 工夫 一 

仮 説 

感動体験が得られるような 環境のエ夫をし・その 感動体験を表現する ヂ どもの思い る 理解し援助することにより ，話す・ 

聞く 力 が育ち ， 豊かな表現活動の 出来る子どもが 滴 っであ ろう。 

      環境の工夫 

        

  

言語文化とのかかわり 
  ・物や自然との   

  か か わ り ・ 

教師や友達とのかかわり 
l 援 l 

助 

Ⅲ 囲 
ノ   

  
  

興 味 関 心 

多様な経験 
感 動 体 験 

豊かな感性 
表 現 意 欲 

  

話す ・ 聞 く カ 

lll ◆ 

主体的な生活 

充 夫 し た 園 生 活 
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w  研究内容 

Ⅰ 幼稚園教育の 基本 

/ 

ハ 

幼稚園教育は・ 幼児期の発達の 特性を踏まえ 環境 

を通して行 う ものであ ることが基本であ る。 

特に保育者と 幼児との信頼関係を 十分に築きなが 

  

(1) 幼児期にふさわし い 生活の展開 

(2) 遊びを通しての 総合的指導 

(3) 一人一人の特性に 応じた指導を 行わなければな 

らないとなっている。 

2  幼児期における 言葉の教育目標 

幼稚園教育要領では 幼稚園教育の 目標として・ 5 

っ 0 項目をあ げている。 

その第 4 の明日には「日常生活の 中で言葉への 興味 

や関心を育て ， 喜んで話したり 間いたりする 態度や 

言葉に対する 感覚を養 う ようにすること」と 言葉の 

目標を明示している。 

「言葉」領域では「経験したことや 考えたことなど   

を託言葉を使って 表現し，柏手の 話す言葉を聞こう 

とする意欲や 態度を育て，言葉に 対する感覚を 養う」 

観点に立ち，幼児の 生活にふさわしい 経験から育っ 

ことを期待する「言葉」に 関する心情，意欲，態度 

などを「ねらい」とし ，幼児期における 言葉の教育 

0 具体的な目標を 次のようにあ げている。 

(1) 自分の気持ちを 言葉で表現し・ 伝え合 う 喜び 

を 味わう。 

(2) 人の言葉や話などをよく 聞き自分の経験した 

ことや考えたことを 話そうとする。 

(3)  日常生活に必要な 言葉が分かるようになると 

ともに， 栓 木や物語等に 親しみ想像力を 豊かに 

する。 

この三つ る 具体的な目標として 幼児期におけ 

る言葉の教育が 実践されることが 望ましいとし 

ている。 
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言葉のはたらき ，領域「言葉」のねらい ，内容の関連 図 

そ 言葉の動き》 そねらい》 そ内 容 》 

* 表す・伝える 

言葉により，考えや 気持ちを 表 ・したいこと ，してほしいことを 言葉で表現し 
(1) 口分の気 

し， 伝え，理解し 合 う ことが 出 持ちを言葉 
たり，分からないことを 尋ねたりする。 

来る。 心と心のかけはしとなり ，   
で 表現し伝 

え 合 う 喜び ・生活の中で 必要な言葉が 分かり使 う 

人 と人との間に 信頼のきずなを を 味わう。 

生み，それを 強める働きがあ る。 ・親しみをもって 日常のあ いさつをする。 

* ポえる ・知る 
・先生や友達の 言葉や話に興味や 関心を持ち ， 

ものごとについて ，筋道を立て (2)  人の言葉 親しみをもって 聞いたり言舌したりする。 

て 考えたり，止しく 理解するた や 話などを 

めに言葉はなくしてはならない よく聞き自 ・したこと・ 見たこと，聞いたこと ，感じたこと 
分の考えた 

ものですし・ 心の内外の事がら 
などを自分なりに 言葉で表現する。 

ことを話そ 

に 関し，人間らしく 思考 しパ j ぅ とする。 
， ．人の話を注意して 聞き，柏手に 分かるよ う に 

勒 することができる。 話す。 

* 思 い 浮かべる・新たに 創り出す 
・いろいろな 体験を通してイメージや 言葉を豊 

自由に ， いろいろなことに   思い (3) 日常生活 かぼする。 

を 広げ ， 新しいものを 生み出し 
に 必要な言 

葉 が分かる 
ていくために ，言葉の果たす 役 ようになる ・生活の巾で 言葉の楽しさや 美しさに気付く。 

割は大きい。 とともに， 絵 

本や物語な ・絵本や物語などに 親しみ・興味をもって 聞き ， 
言葉があ ってこそ，情操豊かな 

どに親しみ・ 想像をする楽しさを 味わう。 

想像の世界を 体験し・人間とし 想像力を豊 

ての生活を高める 想像の活動が かぼする。 ・日常生活に 必要な簡単な 標識や文字などに 関 

l できるものとも 言える。 
  

心持つ。 

  

4  領域「言葉」の 具体的な内容 

言葉は・乳幼児期に 子ども目らの 努力によって 獲 

得していくものであ る。 言葉は教えられるのではな 

く ・身近な大人との 相互作用で，大人を 模倣したり， 

子ども 白 らの活動を繰り 返しながら獲得していく   

そこで教師は 子どもの生活を 通して，下記のような 

点に心がけて 援助していく。 

(1) 言葉による表現を 育てる 

言葉の獲得のためには ，子どもが身近な 人に親 

しみを持って 接し，自分の 感情や意志などを 言葉 

を 使って伝える。 そして生活の 中で心を動かし ， 

表現したくなるような 体験を持つことや ，言葉を 

一 4 一 
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交わす喜びを 味わい・話したり 間いたりする 経験 

を十分もっことが 大別であ る。 

*  話す力を育てる 視点・ 

①子どもがゆったりとした 気持ちで話せるよ 

うにする。 

②教師が受容する 気持ちを持つ。 

③教師は子どもの 言動をよく観る。 

④子どもから 尋ねられたときは 答える。 

( 応答する ) 

⑤個人差への 配慮をする ( 子どもの状態や 発 

達 の 違い 等を配慮する。 ) 

⑥安心して話すことのできる 場を整える。 



ナ 

戸 

の 教師の言葉による 表現からの影響。 ( 子ど 

もは教師の言動をよく 見ている。 教師の言 

動は子どもに 影響を与える。 

⑧言語環境を 豊かにする。 ( 絵本や，紙芝居 

など，文化財を 通して子どもに 語りかける ) 

(2) 聞く 力 を育てる 

親や教師はまず 子供の言葉に 耳を傾けることが 

大切であ る。 聞くという態度はより 積極的に聞か 

なければ理解できない 場合があ る。 外見でいかに 

も聞いているような 格好をしているが ，実はなん 

となしに聞いているだけでは・ 分かるというとこ 

ろまでは発展していかないことが 多い。 

*  聞く 力 を育てる視点、 

①人の話す言葉に 興味関心をもち ，親しみも 

って聞く。 

② 話 ナ人の顔 ( 表情 ) を見る。 

③ 集中力を養う。 

④ 大勢の友達と 一緒に聞く。 

⑤ 教師はよい聞き 手となる。 

⑥ 教師は聞きやすい 環境を構成する。 

の 絵本やお話など 言語文化とのかかわりの 

持てる環境を 構成する。 

(3) 考える・想像する 力を育てる 

子どもは行動しながら 話し，しゃべることが 多 

い 。 しゃべりながら 考えていることでもあ ると言 

われている。 幼児が一人で 遊んでいるときでも・ 

しゃべりながら 遊んでいる場合が 多い。 しゃべっ 

ている言葉を 記録してみると ，幼児の思考過程が 

分かる。 教師は子どもの 行動を通して・ 子どもが 

何を考えているのかということを 読みとることが 

大切であ る。 

*  考える力を育てる 視点 

①子どもの考えを 尊重する。 

②子どもの行動を 見守る。 

③ 教師が受容する 心を持っ。 

④環境を整える。 ( 考えたり，思考を 深める 
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0  触れ合いな楽しむ。 

0  っ かず離れずに 接する。 

② 記録からの読みとり 

0  記録の工夫 

・自分で記入しやすい 方法・様式で 記録を残 

す 習慣をつける。 

0  記録から何を 読みとるか 

・個々の幼児について 生活の変化を 見る。 

  幼児の姿を生みだした 状況を捉える。 

  教師自身の姿を 読みとる。 

③ 多くの日で見る 

幼児の姿をより 深く捉えるには 多くの目で 

見たことを重ね 合わせることが 必要であ る。 

0  事例研究の場で 

・園内研修を 大切に教師全員がお 互い励まし 

合いながら幼児を 見る目を高めて い く。 

0  多くの保育に 触れる 

・様々な保育の 中に見られた 幼児の姿を通し 

て ，幼児に対する 見方を広げて (, 、 く   

④家庭からの 情報 

0  信頼関係をきずく。 

・幼稚園と家庭は 連続した生活の 場として機 

能している。 家庭での様々な 生活の姿は ， 

幼稚園での生活に 反映される。 

0  幼児の見せる 様々な面を受け 入れる。 

・教師の双で 示す姿だけにとらわれず ，家庭 

から知らされた 姿のみにこだわったりしな 

いでいろいろな 場で見せる多様な 姿を受け 

入れる。 

0  情報交換のための 方法を工夫する。 

・幼稚園と家庭が 幼児の育ちをよりよ い 方向 

に 促すために，本音で 話し合える場を 作り 

出す様々な工夫が 必要であ る。 

6  環境構成 

「環境は幼児をとりまくすべてであ る」という考 

え方に立って・ 幼児が主体性を 十分に発揮しながら ， 

" ノ 

具体的なねらいに 向かって必要な 体験をしていける 

ように構成していくことが 大事であ る。 「幼児をと 

りまくすべてとは・ 遊具・用具や 物，他の幼児．教師， 

身 のまわりに起こる 事象，時間空間，それらがかも 

し出す雰囲気などさまざまな 要素すべてであ る。 

特に人的環境としての 教師は，幼児の 行動の仕刀 

や考え方のモデルとなるなど 教師自身の言動や 姿勢 

は環境として 大事な役割を 担っていることに 留意す 

る 必要があ る。 

そのような考え 方にたって・ 具体的な環境の 構成 

を 考える視点として 以下の事項があ げられる， 

(1) 環境構成の視点 

① 具体的な内容に 適していること。 

② 発達の時期に 即していること。 

③ 興味や要求に 応じていること。 

④ 生活の流れに 応じていること。 

また環境は一度に 構成したら変えないという 

固定的なものではなく ，「幼児の生活する 姿や発 

想を大切にし ，常に適切なものとなるように ，展 

開する活動に 応じて幼児が 必要な体験を 重ねて 

いけるように 常に再構成していくことが 大切であ る。 

    2) 環境構成するための 配慮や工夫 

① 子どもの興味関心のあ るもの，遊びたくなる 

ような環境づくりをする。   
②具体的，直接的に 体験できる環境づくりをする。 

③ くり返しを楽しむという 幼児の特性があ るの 

で ，くり返して 遊べる場を工夫する。 

④子どもは感動することで・やる 意欲を見つけ 

ていくので美しいもの．感動できるものを 準 

僻 する。 

⑤教師が環境を 全部整えるのではなく・ 幼児；         

気 づいたり，考えたりできる 余地をつくる。 

⑥個人差に応じた 適度の抵抗や 困難のあ る遊び 

を考える。 

⑦ 子どもが主体性を 発揮できるように ，教師と 

子供が一緒に 環境を創っていくようにする。 

一 6 一 
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7  言葉の年間指導計画案 
幼稚 固 教育要領「葺地」に 楳 づいて・ねらい・ 指導出荏を明確にし・ 幼児の l. な爪助瑛境 構成のⅠ 人 と教師の援助を 幼児の発達に 即して具体化し 配列する。 

  宙 : ゑ俸吋持導 わりあ 、   軽く @ 

TJ91 1 期 (4 月一 5)@) 2 期 (6 円 一 7)J) 3 期 (9%@ ～ 10 ⅠⅠ )   け働 ( Ⅱ 月 ～ @2 月 ) 5 期 (1 Ⅰ l ～ 3 Ⅰ @)   
0 親しみをもって 微笑むⅠ牧師 0 大勢で話をⅡくことに 憤れて 0 夏休みの條は 屈趣 か 鞄がに な 0 大勢の何て括すことがよく 出 0 あ る神使 緩 離したことやⅡ ヵ 

の声かけを待って 、 ・るれ 仙 きたか 瑛味 のうすい内行の 甥 り畦 んで話す・ r ヵ 多い   来るようになるか．中には 緊 の世っている」とをは -, きり 
  

  極 的に話 力 ける 丘 なと何人連 合はおしゃへりしたり 囲がな 0 友達と一緒に 身近なてきこと 張して 声かハ ・さくなり教師の 話せるようになる。 よい他岐 
い Ⅰとももいる の 屈を舐 極 的に 朋 こ う とする， 助言を必要とする 丘もいる， で話すことか 山人 る 。 発達 0 かあ 教 帥の話を囲いているが る。 そ 0 締 験したことを 断片山に話す 0 クループや学級 介 休への 構不 0 友達の話も砧 極 的に囲けるよ 0 大勢 て 話を川くことにⅢ れ 

内 の内谷は十分理解していると 了が多い 目分の思いがうま がわかって け 動ずる。 うになる。 パ 意の持続時制も 長くなって 
の 容 はいえば、     く 言えす トフフ ルもむこりゃ 0 すすんであ いさつのてきるⅠ 0 紙芝は ．人形劇などを 見た援 いる 

） 0 絵本を喜んで 見るⅠは多いか す い 。 が 多くなる。 おもしろかったことを 再現し 0 劇的な活動なと 場に忙した㍗ 
  絵を見て坐しむ 仕度 て 長く 0  クラスの友達やほかの 矩ヒ Ⅰの 名 て遮 ふことを好む   懐を考え友達とやりとりか 出 

は 続かな、     前 もし " 。 " 覚えるよ う """     来るようになる   

        
ねら 、   口 u (6) 親しみをもって 日常のあ いさつをする 

  
(3) したいこと してほし、   ことを L にて表現したり       

力   らな     ことを尋ねたりする。       
  

  

現し 

(5) 牛店の中で必要な 再兵力分かり 使っ     

  

(" 巳 ) 
そ 間人 (1) 先 什や友達の言葉や 話に興味やぜ 心を持ち・親しみをも 

って聞いたり 話 たりする。   
(2) したこと   見たこと 囲 いたこ                     ことなどを   

「 l 分なりに再興 て人 現する   

  
をよ 

  

  (4) 人のぶを パ屯 して 糊き ． 柑て に付かるよ、 っ にする。       -r" 一 " " 一 " 一一 "  "" 一 "-" 一 " 一 " 

17) Ⅱ爪の中で         葉の楽しさや 美しさに気付く。   
(10) 「 l 常 生活に必なな 簡掌 な標識や文 ギ なとに関口を 持っ。   (8) いろいろな体験を 通してイメー ソ や声語を 廿 かぼする。 一   

  入団式に参加し 詰を凹く。   園件活 において場に 允 、 した 疾 ・ 逆 んてあ いさつをする。   ごっこ遊びをする 中で．社会生・ 友達の意児も 認めてロ分の 態 

  固 内の施設 や 遊具 等 をはな 力 拶のしかたを 知る。   / 報での話し合い 活 助で適切 店に必要な言葉を 如 り 使うこ 見 もはっきり言う   

幼児 らその使い力について 話を肋   曲弔 な指図かわ 力 りけ 軸 する。 なあ いさつをする。 「始めます」とが 出来る ， 「この ん くださ・机下 に 分かるように 脇山 をサ   話 す人の顔を姑ながら 屈を囲 く 。 「終わります」「お 願いします」 い 」「いらっ」・やいませ」「あ り てて 掃す， ( いつ．どこ て ．㎝が 

    先 且や友達に挨拶をする ，   先生や友 迂 のお而を覚えて 話 ・いろんな行 苧 の 討画 なとにっ がと う ございました」 とうした ) 
いて話を凹く ，   声の大きさや 発音に気をつけ   遊びの中で文ア を 読んたり 円 

        Ⅲのきまりについて 好きな絵本を 見る。 屈を瑚 く     しかける。 間中なことはあ そびをする     @ からの 逆酪 をお家の人のⅡ す 。 て 捕手にわかるように 話す。 いたりする。 ( すごろく，かるた   
  紙之川 なはる。   @@k@-W@@@ii 。                                       友達の話をよく 問き 自分の考 郵便ごっこ等 ) 

  絵本や物・ ， : りを見たり固 いた ・人形周を見たり、 お話を田いオ ー えを 旨 う   

活動 

  Ⅱ分で話をつくってみんなの 

りする     りする     見たこと 囲 いたことを紙芝居 Ⅲで発表する " 
  情人形や べ一 プサートを使っ やぺ一 プサートなとで ム 現する     

て逝メ 。   お遊戯 全 さする   

  Ⅰともの則っている 曲を流し・以前子はきれいにしてⅠとも・ 一 % Ⅵを 甲い 出すよつな 媛境 ・ⅠどもがⅠ体性を 発押出来る・ 一人一人か日 凍 をもって ll 分 

キ 内を架しい雰囲気にしてⅠ 辻か気 f そ ちよく 逝 へるように 構成をし通園してすくに 取り ように・ 教帥と 子どもが一緒に の 力 を 勒 一杯たして 遊 へるれ・ 

  とも踵の緊張を 取り怖くよう する 糾 めるようにしておく     環境を制っていくようにする "  幼を多く取り 入れる。 
  ままごと 適 H は神郡別に人が・ ゲ ともの興味閃いのあ るもの・・お 遊戯 会 やお楽しみ 会寺 ・ 了ど ，幼児の生爪する 姿や発想を人 

  

    
をつくる 

    ロ，カ 一や 靴 舘石にも 佃 々 のめかねえさ ることかてきるように 下身近に伺いても 図鑑・ 虫 使って 行しておく。 遊 へるよ、 うに % お を ぷ 取 り出して使えるようにする のⅡ的を持たせ・ 反吐と一緒に   Ⅰともの考 えや せ い を受け止 協力しなから 内勤をおかに 櫨 

  l l 「 l@ をⅠ けて ．わかりやす、 よ 

う にする。   
  しみをもって 迎える   よう カセノ トテープの 捧作 ； ぜ する。 " 葉を拍 樺 的にがけることで   

Ⅰどもの 2% 魚族を促す   
    紙上 聞かせをしなから ',, を児せ " り 絵本に 絵本の読みしやすいようⅠⅢを・つける」 耕 し 柴 」，く %1 ためにきまり 刀あ   
  ませるとと fbf こ Ⅰとも 力 @@l Ⅱ       ることを知らせ   それ 毛笈け け 

  

  好きな 絵イ嚥五 選へるようにする。 にちような話や 遊 ひ をする 

        い環境なの @ ともにとってはすへて て " づ 打に 翅 ふたり 新しⅠどもの すば らⅠ 表現を思めそれそれ い ことを知らせ @ ．   

                                  てきるた げ教 を侍 たせる   

  

          帥は身体接触をして を図る (, 軸 関係 

    
  

    

        



v  仮説検証の保育実践 そこで・大好きな 人形劇遊びを 通して，人形を 大 

] 活動 名 

0  環境構成の工夫による 豊かな表現活動 

2  題材 名 

0  劇場ごっこ 

3  ねらい 

0  グループの友達と 課題に向かってお 互い認め合 

い つつ活動を進める。 

0  遊びに必要な 物を計画したり 作ったりする。 

0  劇場ごっこを 通して友達と 一緒に表現する 楽し 
  

（ 

切に扱 い， 子ども達の心の 触れ合いな育てながら ， 

表現する楽しさをあ じわわせ。 更に・友達と 共通の 

目的に向かって ，協力しながら 楽しい劇場ごっこへ 

と発展させていきたい。 

5  親子対話状況の 実態調査 

調査目的 : 家庭における 親子の対話状況の 把握 

調査対象 : 5 歳 児 ひまわり 組 30 人 ( 父母 ) 

調査月日 : 平成 7 年 12 円 11 口 

質問 (1) 

ご 家庭でお子さんとあ いさつを交わしていますか ? 

さを味わう。 (0.0%) 

4  設定理由 

6 ～ 7 月にかけてお 母さん蓮に指人形 ( 三 びきの 

勿 A 毎日交わす 
囲 B  時々 

  C  ほとんどしない 

(64.3%) 

こぶた，あ かずきんちゃん・おおかみと 七 ひきのこ 

やぎ ) を 作ってもら ぅ 。 人形をクラスに 置き・子ど 

も達が日中に 使える様にした。 オルガンを舞台にし 

て ，二人，姉人と 気の台 う 友達と人形を 使って遊ん 

でいる。 人形を使って「せんせいこんにちは」と 話 

しかけてくる 子もいる。 「あ ら，あ かずきんちゃん 

こんにちは，どちらへ お でかけですか」等と 子ども 

達 会話を楽しんだりする。 又男の子の中には ，おお 

かみの人形をもって ，友達をおいかけ 楽しんでいる 

が ・人形を大切に 扱うことがあ まりじようずに 出来 

なしⅠ。 

く 考察と対策》 

0  あ いさつをすることで 親しみや信頼関係を 育てて 

い くことが出来ると 思われるので．あ いさつを進ん 

で 行 い その定着を図って い く。 

質問 (2)  お子さんは幼稚園での 出来事を話しますか ? 

(35 

 
 

時々話す 

あ まり話さない   
    

9 月の誕生会では 教師の出し物で「おおかみと 七 

く考察と対策》 
ひきのこ やぎ 」を演じて観せた。 子ども達はどの 子 

0  よく話す子のほとんどがいろいろな 活動に意欲的に 
も 目を輝かせて 観ている。 誕生会が終わると ，さっ 

取り組み，友達と 一緒に楽しんでひろ 子が多い。 
そく女の子達がクラスにおいてあ る人形を持って 遊 

0  時々話す項目は 35.7% で ， 特に問題のな い 子もいる 

ぶ 様子が見られた。 テープを準備しておくと ，自分 
が， 中には自己を 発揮し目的を 持って遊べない 子や自 

で 曲を流して人形劇を 楽しんでいろ。 イスにすわっ 己 中心的で友達とのトラブルの 多い子も見られる。 そ 

てお客さんになりにこやかに 観ている子もいる。 と こで園生活を 充実させ，友達関係をそだてるとともに ， 

きどき人形の 奪 い 合ひも見られるので ，交替して 演 家庭においては 親が進んで園の 様子を聞きそれを 話題 

じるように 声 かけをする。 にして親子の 触れ合いそより 高めてもら ぅ 。 

一 9 一 
  

      



質問 (3)  お 家で絵本をよく 読んでいますか ? 

 
 

な
 

幸
ま
 

む
読
 

 
 

A
B
C
 

移
囲
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

そ 考察と対策》 

0  絵本をよく読む 子を見てみると ，話しをしっかり 聞い 

ている子に多いことがわがった。 読むこと聞くことの 関 

迎 性があ ることがわかる。 

0  家では絵本をよく 読む子が少ない。 従って園において 

絵本の読み聞かせをすることで 絵本の楽しさを 味わわせ 

たいの 

質問 (4) 栓 木の読み間がせをしていますか ? 
く 考察と対策》 

0  毎 Ⅱ絵本の読み 聞かせをしている 14.3% の子のほとん 

 
 な

 

て
 

 
 A

B
C
 

賜
田
Ⅰ
 

  

笘げ択 5) お子さんはよく 質問しまずか ? 

 
 

(21.4%) 
(0.0%) 

6
 

8
 

 
 

 
 

 
 

鷺
 々

 杓
 

パ
時
ぁ
 

A
B
C
 

彩
囲
 Ⅰ
 

  

    
  

%) 

どが母親が家にいて 読み聞かせをしていることがわかっ 

た。 

0  時々読むは 85.7% を占めているが・これは 園の絵本 貨 Ⅰ 
出も影響があ ると 思、 う 。 少なくとも週一回は 読み聞かせ 

そしている。 

0  あ まり読まない 項目に一人 い る か ．この幼児は l,@ の 

思 いが 集団の中でなかなか 話せないようで 特に関わりを 

必要とすることが 多い。 そこでお母さんに 絵本の 涜み Ⅲ 

かせをしてもらい．共通の 話題がもてるように 働きかけ 

人現 力を高めていけるよ う 協力してもら ぅ 。 

く 考察と対策》 

0  よく竹岡そしている 子は親子の対Ⅱかとれていると 朋、 

オ ) れる「 

0  笘 Ⅲを時々するⅠは． 21.4% で．Ⅲには人の 巨しをあ 
） ノ 

まり聞こうとしない ，理解 フフ が少々乏しいⅠがいる。 
    

その 外 ，親が忙しいために 親子の関わり 力 ; 幽く・触れ合う 

機会が少ないのではないかと 用、 われる。 

考 察 

以 @ 家庭における 親 丘の対話の状態をみると ，幼稚園の出来手を 話したり。 わからないことを 聞いたりして、 親 Ⅰ の 

触れ合いはた い た い とれていると 思われる。 しかし絵本とのかかわりにおいては ，絵本に糊しませるような 働きかけか 

t 分でない " 絵本は幼児に 感動を呼 ひ起 こし・話す・ 聞くことに関連があ るので絵本に 親しませる働きかけが 心安であ 

る 

Ⅰ り 
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6  室内環境の工夫 

(1)  人形劇コーナー 

友辻 と一緒に人形や べ一 プサートを使って 表現 

を 架しむことが 出来るようにカセットテープ・ 人 

形，べ一 プサート・舞台等人形劇を 荻じたくなる 

よ う に子ども達の 考えも取り入れながら 環境構成 

さ する。 

また取り出しやすく ，片づけやすいようにする。 

  

Ⅰ 

(2) 絵本コーナ一 

子どもは，絵本を 見たり読んだりして 現実では味 

わえない想像の 世界を蜂かに 広げていく。 そうい 

った すばらしい絵本との 出会いの場はことばの 獲 

得に欠かせない 環境の一つであ る。 Ⅰども達にか 

かわらせたい 絵本を置き・ 落ち若いた快い 環境と 

なるように花を 飾ったり・人形劇遊びに 関する絵 

本などもよくわかるように 準備し，本棚の 整とん 

に ， L 、 がける。 

(3) ままごとコーナー ( ひまわりレストラン ) 

子ども達は日分の 経験をごっこ 遊びの巾で再構 

成し．それぞれのイメージで 見立てや成りきる 楽 

しさを味わっている。 その中で子ども 達のつぶや 

きやことばのやりとりも 僻んになっていく。 この 

ことがら．ごっこ 遊びが子ども 達のことばや・コ 

ミュニケーションを 育てるためには 臣妾であ り， 

ごっこ遊びが 架しめるような 家庭的な雰囲気にす 

る。 

。・酔れ 

( にんぎょうげきコーナⅡ 

  

( ひまわりレストラン ) 

一 11  - 
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火   

活動の経過 

ね ら ぃ 

・指人形に糊 

しむ 

・ 友迂 と一緒 

に エフ。 ロン 

シアター を 

卸る 。 

  「おおかみ 

と七 ひきの 

こ や き 」 の 

お話の ィ 

メーンをⅠ ム 

けて楽し 

む 

  l,l 分のⅢ っ 

ていること   

考えている 

ことを百円 

す 「   

  
・ ぺ一 プサー 

ト 作りを 楽 

しむ。 

幼児の活動 

・ 2 ～ 3 人で音楽をかけて 

人形劇をやっている。 

・エプロンシアターを 観 

る。 

  エプロンシアターを 演 

じて友達に見せてい 

る。 

，ぺ一 プサートを観る。 

・ べ一 プサート 伯 ; りにつ 

いて話し合う。 

・Ⅰ分の作りたいものに 

ついて話す。 

「 二 びきのこぶた」 

「おおがると 七 ひきの 

こ やぎ 」 

「ともだちほしいおお 

かみくん」 

「あ かずきんちゃん」 

  みんなで話し 合いをし 

で決めた四つのお 話し 

の中から自分で 作りた 

いものを決める。 

  四つのバループに 別れ 

話し合いさする。 

  @.l 分のやりた L, 、 役を決 

めぺ一 プサートを作 

る。 

・作った べ一 プサートで 

遊 ぶ。   

教師と援助と 環境の上人 

  ド ども達が指人形で 楽しく遊べ ろ 様に 

テープ ( あ かずきんちゃん・おおかみと 七 

ひきのこやぎ ，二 びきのこぶた ) を準価す 

る。 

・子ども達の 人 現 思欲をかりたてるために ， 

教師 が エプロンシアターを 演じて見せる。 

( 友達ほしいなおおが る くん ) 

  子ども達にエプロンシアタ 一で遊んでも 

いいことを伝え．Ⅱにつきやすい 場所に掛   

けておく。 
  一 

  「おおかみと 七 ひきのこ やぎ 」を． やぎ の 

おかあ さんの ぺ一 プサートを使って 教 Rll@ 

が話してⅢがせる。 

  べ一プサートを 演じて見せたあ と・子ども 

達に「みんなも 作ってみない ? 」となげか 

けろんなで作ることになった。 

  へ一 プサート作りについて 話し合う。 

，どんなものを 作りた い が．子ども達の 意児 

を聞く " 

・ロ分の町きなお 話しの ぺ一 プサートを作 

る よ う 声をかける。 

・自分て題材を 決めたら同じ 題 M   のクルー 

プ ことに 采 まりクループの 中で史に白 分 

の 作りたい役を 話し合いによって 決める 

ように促す。 

・ ぺ一 プサートに必要な 材料や用具を 準備 

する。 ( 四川 紙 ． 棒 ・ホッチキス．ガムテー 

プ等 )   
Ⅲ : 価 ・ J) ょ廿 ? 

  テーブを㌍ 価 したこと 

によりこども 達が関心 

をもって遊んで い る " 

， エプロンシアタ 一の楽 

しさが伝わったようで． 

Ⅰども達はにこにこし 

ながら観ている。 

・「おおかみとしひきの 

こ や き 」のお話の イ 

メージを膨らませて 観 

ている。 

・自分の作りた い ものに 

ついて考え．話すこと 

が出来ている。 

  
・Ⅱ分の町きなおⅡを 選 

択し意欲的に ぺ一 プ 

サート作りをして ぃ 

る 

イ
 
"
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12  . 観劇を楽し ，劇団 杉のイ の人形劇 ・劇団「杉のⅠ」の 人形劇のボスターを 兄ろ 。 ・人形の動きに " ん たり   

Ⅳ 月 み 想像力を「雲になった ひ げじ け 」・人形劇に 別待をもたせる。 ひっくりしなから 人形 

t 」 高める。   を 観る " ・静かに最後まで 観ることを話す。 劇 をたのしんている。 

水 ） 

・劇場 こ       ・ 腺 Ⅱ 場 こっこについて 話 ・劇団「杉の 子」の人形劇に 感動し・さっそ ・ 壕 Ⅱ 場 こっこをすること 
Ⅰ 2 

月 
ほ ついて収、 し 合う。 く Ⅰども蓮に劇場こっこについて 提案す に期待を持って l,@ 分の 

15  つ たことや・ ・ 目 分たちの劇団をつく る。 考えを話している「 

Ⅱ 考えたこと る山に決まる。   一年佳への期待があ り 

  
色 を話す。 ・劇団の名双を 考える， 一年生劇団に 決まる。 

  

・出し物につ ・劇場こっこの 出し物の ・劇場こっこでどんなすをしてみせたいか ， ・自分のやりたいことに 

平 いて話し合 について話し 合う。 子 とも達の考えを 聞く。 ついて考えたことを・ 
戊 

8 
ぅ ことで， 「 三 ひきのこぶた」 ・劇場ごっこが 楽しく出来るよ う に環境の みんなの前で 話しをし 

q,,  劇場こっ こ 「おおかみと ヒ ひきの 再構成を子ともと 一緒に考える。 たり・友達の 考えを l%.U 
  

@ Ⅰ @ コ Ⅰ 

へのイ ． メ 一 千 やぎ 」   舞台の仙道をみんなか 見やすい場所に 移 い てⅡ分のやりた い も 

8  シを広け 「あ かずきんちゃん」 勒 する。 のを決める F もいる " 
日 

（ @@, １ 

る " 「ともたちほしいおお ・舞台を広くする。 

  
かみくん」   人形や べ一 プサートが取りだしやすいよ 

う にする。 

・ 簾 ] 場こ       ・劇場こっこに 必要な物 ・劇場こっこにどんな 物が必要か子ども 達 ・ 映 両を見に行ったり 朋 

を 楽しく進 を話し合い作る。 に 考えさせる " 劇 をした経験のあ る ド 

めるために， * お金 ( 銀 7- わ   @ 画に児にいったときのこと が 進んで屈をして ぃ 

  必要な物に * キップ ・市民会館で 劇を見たときの 先行経験を思・ る 。 たんたん劇場 こ 

月 ついて考え 米 看板 い たさせながら 話し合いなする。 っ こについてのイメー 

9  6 0 ネホスター 、 ジを 膨らませ‥ 耶 用の 

@@  . イメーシを * プロクラム 
  装飾やポスター 伯 りを 

ど 八白しなが・ 自分たちが演じる 劇の 楽しんでいろ。 

ら 劇場こっ ポスターを描く。 ク 

ものを ィアト 60  細む 0   こに必要なループで 協フ Ⅰして取り 

ボ ス タ ー 

    
( あ かずきんちゃん ) ( 三ひ きのこふた ) ( おおかみと 七 ひきのこ やぎ )  ( ともたちほしいなおおかみくん ) 

一 13  一 
Ⅰ 旧 

  



  

  

Ⅰ』 ノ   

( 石 阪 ) 

1 ね ㍍ ミ ㍍ ハ茎 五ア方方、 乞棲 ㌧ができ 

ました   

( フロ クニプム ) 

  

( キップ 30 ば ) 

  

    ; 。 " 。 "" 了ソ が いせ 

  

キップ ぅりば もあ るよ。 

 
 

⑫プロバラム 

Ⅰ 

プロバラム作りがんばっている。 

に んぎょうげき 

たのしいよ ! みにきてね 

）。 

( きっ ぶ ) 

    

  

  

 
 

 
 

1
  

 
 
 

金
 
)
 

お
 

 
  

 

      一 
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・係り活動の ・劇場ごっこの 係につい ・劇場ごっこが 楽しく出来るためどのよう ・人形劇のバループで 一 

  内容がわか て話し合う。 な 係が必要か・また 係りはなにをすればよ 緒に係り活動をするこ 

月 り 友達と協 銀 7 千 い か ， 子ども達と考える。 とに決まる。 
10 
ロ / フ して頑張 キ ‥ y プ係 ・交替で 係 活動をするには・どんな 方法がよ 

  
水 ） 

る 。 司会 い かを考える。 

音楽 係 

第 1 回公演 ・第一回公演 ・第一回公演にたんぽぽ 組と， お父さんな 母 ・たん 倒 鞘組とお父さん   

  をみんなで たんぽま緒 目 さんに観てもら ぅ ことで，子ども 達に表現 お母さん方に 観てもら 

月 楽しみ， 協 お父さん・お 母さん することの再びを 味わわせた い 。 
12 

っ たことで・ 再 んで 次 

日 方して進め の 公演への意欲を 兄 せ 
  
金 る 。   ている。 

  

・すみれ糾や 研究所の先 ・手紙が書きたくなるよ う にイラストを い 

知らせの手紙を 苦く ， 

  

1 ノ l@ 

Ⅰ 6 

l ｜ 

ル八 Ⅰ （ バ 
・第一回公演より 人形の 

動きは豊かになって い 

  第 2 回公演 
る ・子ども達もだんだ   

で日 公の役 刮 ・第 - Ⅱ公演 ・楽しく劇場ごっこが 進められるよう 見， ,J,  んお話のイメージを 膨 

を 把握し・ 楽 すみれ 糾 りながら必要に 応じて援助する。 らませながら 楽しんで 

しく演じるよ いる。 

う にする。 

  第 3 回公演 ・第 3 Ⅱ公演で演じるも ・花作りに必要な 材料を準価する         花を伯る 「 ヰ肺 6 丁・ と楽 

  を 楽しみに のについて話し 合う。 
しみながら部屋の 飾り 

月 待つ 0   劇場の雰囲気をつくる 
Ⅰ 7 

つ げをしている。 

円 
ために部屋の 入り口に 

  
水 ） 

花を飾る。 

一 ・ 1S  一 - 
Ⅰ 5 

    



8
 公開検証保育指導案 ( 本時 ) 

  ， 持ち物の始末をする。   丁寧に持ち物の 始末をすると う見 苛る。 
  

必要に応じて 援助する。 

                                @                , ク ⅠⅠ u" ノサ 0 朝の会 ・子ども達が 出席調べをすることによっ 

C 教師   ・当番は出席調べをする て 休んでひろ子に 対しての気づかい 等 ，   
・今日の活動についての 話し会 友達に対する 思いやりの心を 育てる。 

ぃ をする。 

・動植物の世話をする。 ・教師も一緒に 関わりながら ，飼育動物 
" ノ 

8 : 30 や 栽培植物との 触れ合いな大事にして   い たわりの心を 育てる。 

ヌ，こ、、 … l O 。 ・子ども達が、 自己発揮する 姿を認めな     がら十分遊び 込めるよ う に援助する。 

0 好きな遊びをする。 ・自分の思いを 友達に伝えたり ，柏手の 

・戸外遊び 意見が聞き入れながら 遊ぶ事が出来る 

縄跳び砂遊び よ う に・必要に応じて 援助する。 

二輪スタータ 

・絵本コーナー 
固定遊具 

竹馬。 サッカ 一 
子ども達に見てもらいたい 

本は目にっきやすいように 
・室内遊び 

ままごと、 絵本 
する。 

折り紙、 かるた 
・お正月遊びコーナー 

す ごろく       

一 16  一 
16 

イ 

平成 8 年上岡 18 日 ( 木 )  ひまわり 組 担任池間すえ 子 

在籍 男児 16 人 女児 17 人 計 33 人 

活動 劇場ごっこ 

0  劇団杉の子の 観劇をきっかけに ，Ⅱ公達の劇団を 作り楽しんでいろ。 
幼 

0  子ども達は役割を 交替しながら 人形劇を楽しみ ，お母さん建に 見せたい・先生 達 にも早く見せたいと 演じ 

児 
て 見せることを 楽しみにしている。 

の 
0  子ども達は劇場ごっこを 進めていく申で・ 必要なものに 気が付いたり 雰囲気作りを 工夫したり次々アイ ヂ 

姿 
ノ アが生まれた。 

ね 0  学級の友達と 協力して劇場 ご，っ こをしながら ，自分なりにイメージを 膨らませ人形劇を 演じることを 楽し 

，り む 。 

ぃ 0  演じ手とイメージを 共有しながら 観る。 

時 間 環境構成の工夫 幼児の活動 姿 教師の援助 

8 :  15 0 登園 する ・楽しい一日が 始められるよ う に教師自 

・あ いさつ 身 がさわやかな 気持ちで一人一人を 迎 

，出席シールを 貼る え あ いさつする。 



サ 

（ 

  

9 : 20 

9 : 30 

10 : 05 

評 

Ⅱ 佃 

の 

観 
  

    
こま ・羽子板・かるた． すご   こま回し 

ろく寺子ども 達が l,l 分で取 人形劇 

り 出して遊べるように 衷示 

して、 棚に並べて置く。 

  
  

0 片づけ 「続きは・ 明 Ⅱやろうね。 」と 明 Ⅲの 押           

  仁一ぷく ・の 8 千 備 をする 気 待ちで   ・片づけが出来るようにする。   
0 言舌 し 合い   合ロ の 劇場ごっこについて 洛ち荷 いて 

  人形劇遊びのバループで 集合 話し合いが出来るようにする。 

する。 ・友達が演じても・ 、 6 時は・ @.J 分 勝手な行 

迂 。 
・合ロ の 劇場ごっこの 進め方・ 動をせず静かに 観る事を約束する。 

役割の確認をする。 ・音楽をよく 聴きながら楽しく 演じて 兄 。   
  せるよ う に話す。 

    " 号 廿 j ""] 下見 ・観るときの 約束や演じるとき ・内分の役割をしっかり 把握し友達と 協 

」 円， こ王ざ 。 け - 三一 む % ㍉ の 約束を話し合う。 力 して劇場こっこが 楽しく出来るよう 

0 第 3 回劇場ごっこ する。 

プロバラム   準備は，できるだけ 子ども達でⅢ来る 

・はじめのあ いさつ ように見守り 促す。 

・はんかち遊び 

ぺ - プサ - ド     キップ 係 ・音楽 係 ・司会，演じ 手秤股割 

  人 Ⅰ形像リコーナー ( ともだちほしいおおか がわかるよ う 車前に話し合いそしてお 

人形劇の舞台を 広くして 子 み くん ) { 

ども達が演じやすいように   人形劇 ・劇場ごっひがみんなで 楽しめるように 

する。 ( おおかみと 七 ひきのこ 役割を分担しておく。 

・ トゴ 然に れ隠 じたくなるように やぎ ) ・おしゃべりやいたずらが 見られ集中し 

舞台にカバーをかけたり     おわりのことは   てない場合は 丁・遊びを入れながら 最後 

苗楽 機材等身近に 置いてお まで劇場ごっこが 楽しめるようにする。 

{ 

・人形や ぺ一 プサートが取り 0 話し合い ・今日の劇場ごっこについて 楽しかった 

出しやすいように 舞台の後   今日の劇場ごっこでおもし ことや，気がついたことよかったこと ， 

ろに置場所を 設置する。 ろかったことよかったこと 等子どもと一緒に 振り返り・次の 劇場 

寺を話す。 ごっこにつなげる 

0  友達と一緒に 協力して人形や ぺ一 プサートを使って 表現を楽しむことが 出来たか。 

0  友達が演じても 、 るとき，最後まで 演じ手とイメージを 共有しながら 観ることができたが・。 

0  表現活動を楽しむための 環境の工夫がなされていたか。 

一 17  一 
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⑨ げき じょうこっ こ へどうぞ     

こちらはぎんこうです。 

に んぎょうげきのはじまりはじまり 

!@@ ん しずかにみてください。   

宙 。 ，、 。 こども 100 えんですよ。 

  

③ 乙ぎ ⑨③③㊧ C 逼 ， ま )LC 、 ま り   

おもしろいな         
げき じょうこっ こ 

たのし 力     ったです。 

" 才 " ） 
J8 

一 18  一 



  

（ 

9  公開検証保育の 評価 

(1)  参加者の評価 

①考える、 創造する、 表現する、 思 い やる場面 

が 劇場ごっこを 通して育っていると 思われる。 

②子ども達が 女心して劇場ごっこを 楽しんでいる。 

③好きな人形劇を、 友達と架しく 演じているこ 

とはよかった。 

④子ども達は 一緒に歌を歌ったりしながら 人形 

劇を楽しんで 観ている。 

  ⑤ 子ども達の話し 合い活動の場面で「 ぺ一 プサー 

トをバンバンたたかない 方がよい」といった 人 

形を大切にする ぽ、 い やりの心が見られた。 

⑥ハンカチ遊びで「ハンカチ ぅ さぎ」を演じて 

いるが、 はじめて見る 人にとってはよくわから 

ない部分もあ った " しかし子ども 達は見えない 

部分を目分たちの 頭の中でイメージしながら 演 

じ手 ・と一緒の気持ちで 見ていると   患 われる。 

⑦ 人形劇をより 効果的に演じるために．バック 

の工夫をした 方がよい。 

⑧話し合い活動で「気がっいたことはないです 

か」との教師の 言葉かけは子ども 達の注意にっ 

ながるので，よかったことに 目を向けるような 

言葉かけでまず 認めてあ げたほうがよい。 

⑨ 人 現しようとする 心情を大切にし : 受容する 

心を持ち．教師がすぐに 応えるのでなく ，子ど 

もにじっくりと 考えさせる言葉がけの 工夫をす 

ることが大切と 思う。 

(2)  Ⅰどもの声 

① おばあ さんのところに・ あ かずきんちゃが お 

み まいに行くと 言って，ぶどうとおかしを カゴ 

に入れてわたすところがおもしろかった。 

② 人形劇を観たことと ，ジンギスカンをやった 

ことと．司会をやったことが 楽しかった。 

③ 人 ぶたと 巾 ぶたの家がふきとばされたところ 

がおもしろかった ， 

④ おおかみの役をしてあ かずきんちゃんを ガプ 

一 

ッ と食べるところが 楽しかった。 

⑤おおかみになってへんな 気持ちだった。 出る 

のが．少なかったのでもっとやりたかった。 

⑥ こや ぎの人形の手を 動かしたり，頭を 動かし 

たりして楽しかった。 

の か ぶたをやったのが 楽しかった。 小 ぶたはお 

家がじょう ぶ だがらおおかみに 食べられないの 

で嬉しかった。 

⑧ 「ともだちほしいなおおかみくん」できつね 

の人形を動かしたのが 楽しがった。 

⑨ 申 ぶたをやっていい 気持ちだった。 休がいい 

気持ち。 

⑩ 「 三 びきのこぶた」のおおかみを．のぶひと ；       

やっているのが 楽しかった。 あ っちこっち助が 

していたので 笑った。 こぶたを食べるところが 

よかった。 

⑪ 「ともだちほしいおおかみくん」を 観たの；       

楽しかった。 

⑫ 司会をやってとても 楽しかった。 ちょっと℡   

ずかしかった。 

Ⅶ研究の成果と 今後の課題 

1 研究の成果 

(1) 人形が身近にあ り，史に劇団杉の 子の人形劇を 

観て感動したことで 劇場ごっこに 関心を持ち． み 

んなで取り組む 事が出来た。 

(2) 子ども達は公演会をする 共通のⅡ的があ ったこ 

とで，劇場ごっこに 意欲的に取り 組み協力して 迎 

める事が出来た。 課題に取り細む 積極的態度が 育 

ってきている ， 

(3) 劇場ごっこに 必要な物を作ったり・ 子ども達が 

意見を出し合い グ ・ループで相談しながら 役割を分 

担しキップ係り。 音楽 係 ・司会．演じ 手筈．多様な 

体験ができた。 

(4) 劇場の雰囲気づくりや 演じやすい環境のに 人な 

ど ・子ども達から 舞台の配置や 部用の飾りなど 7 

19  一一 
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イデアがだされ ，一緒に環境 別 りが出来た。 イメー 

、 ジを 膨らませながら 環境の工夫をしていると 思われる。 

(5) 子どもと一緒に 人形劇を楽しみ ，上手に出来た 

場面を認め・ 楽しかったことを 伝えると，先生や 

友達が喜んでくれていることに 満足し・ますます 

自信をもって 人形劇を演じて 見せている。 意欲的 

に 表現活動に取り 組むようになっている。 

(6) 人形劇を演じて 友達や先生から 認められたこと 

で，気持ちが 安定し信頼関係が 生まれ柏手のよさ 

わ 見つけたり．相手の 話を聞こうとする 気持ちが 

見られる。 又 ，他の活動にも 関心を示し積極的に 

取り組もうとする 態度にもつながっている。 主体 

的に取り組む 姿勢が高まってきている。 

(7) 劇場ごっこを 通して人形をきちんと 片づけたり・ 

人形を大切に 扱うようになっている。 思いやりの 

気持ちが育ってきている。 

(8)  「音楽なしで 人形劇やってみたら」と 声をかけ 

ると「せんせいもうちょっとなれてきたらやろう 

ね」と話している。 音楽に合わせて 演じることを 

重ねながら音楽の 中の言葉を模倣して 獲得してい 

る 。 このことから ，言葉による 表現力が高まって 

いくと思われる。 

(9) 話したり聞いたりする 経験を十分に 持ったこと 

で ．自分の考えを 話し友達や先生の 話を聞けるよ 

う になった子がふえている。 人の話を聞く 態度が 

育ってきていると 思われる。 

(10) 室内環境の工夫をしたことで 遊びに深まりが 見 

られるようになった。 レストランのお 客さんに人 

形劇をみせるなど ，自分たちで 遊びを考え，みん 

なが楽しめるよ う に工夫している。 子ども同士の 

交流も広がり 積極的に環境に 働きかけ楽しんでい 

ることが確認、 できた。 

2  今後の課題 

(1) 話す・聞く プ Ⅰを育てることは ，子ども達の 日常 

の 小さい表しの 一つ一つを大切にし ，あ たたかく 

受容したり，共感することであ る。 教師は幼児 理 

解を深め ， 小さい表しを 受容 し 共感出来るような 

感受性を磨いていきたい。 

(2) 表現力を豊かにするようなことばあ そびの年間 

計画を作成して い きたり。 

おわりに 

学習の基本となる ，話す・聞く 力 を育てることは ，毎 

年大きな課題でした。 

幼児期における 言葉の教育の 大切さを認識し ， 改めて目 

分の保育を振り 返りながら研究に 取り組むことが 出来 

たことは貴重な 体験でした。 今後．更に教師としてより 

よい人的環境を 子ども達に与えて 行けるよう日々努力 

を重ねていきたいと 思 、 います。 

研究期間直接指導して 下さった浦添市教育委員会の 宮 / 

城久子指導主事，研究所の 田中一郎所長，早那覇 武 係長， 

コンピュータの 使い方を懇切丁寧に 指導して下さった 

宮間指導主事， 与 邦域 太 」主事，宮城陣代図書館司書・ 

励まし。 支えて下さった 研究員の皆様に 深く感謝申し 上 

げます。 また研究する 機会を与えて 下さった 木 園の園 

長仲出金 助 先生， 副 園長の金城文子先生，職員の 皆様， 

その他多くの 方々に ご f き等 していただきました。 厚く 

お礼申し上げます。 
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